
▲樽みこし練り廻り（８月７日）
　今年は町内の皆さんのほか、 つくば市
の子どもたちやドイツスポーツユーゲン
トの皆さんも参加しました。

▲秋田諏訪宮「鳥居〆切舞」（８月24日）
　神官が踊りながら鳥居にかけられた〆縄を一刀に切り落とすさまに、 見物に訪れた
人たちもかたずを飲んで見守りました。

▲舟ッコ流し（８月８日）
　「ヤンセ、 セヤホ、 オセドの舟ッコ」と子どもたちが元気なかけ声で
御伊勢堂川を練り廻りました。

▲第58回全県かけ唄大会（８月23日）
　今年は７名が参加し、 横手市の中川原真一さん（写真右）が３
年連続15回目の最優秀賞を獲得しました。

▲熊野神社「山神舞」（８月23日）

トの皆さんも参加しました。
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郷町教育委員会では「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」
に基づき、外部評価委員の意見を取り入れながら教育委員会の事務

事業の執行状況について点検及び評価する取り組みを行っています。
　このたび、平成21年度の事務事業についての評価がまとまりましたので、
その概要をお知らせします。

　はじめに教育委員会内の所管課（学務課・幼児教育課・社会教育課）が評価シー

トを作成し、行政内部による評価を行います。この評価内容について、町民や学識

経験者で構成された「美郷町教育委員会外部評価委員会」から評価内容の客観性の

検証と、改善に対する助言等をいただき、総合評価を行います。評価結果は町議会

へ報告し、広報とホームページで公表します。

　「現状のまま維持する」がもっとも多く、「さらに重点化す

る」と合わせると9割以上になりました。なお、「休止、廃止を

検討する」事業は1事業で、これは「すこやか子育て支援事業」

が平成20年度の経過措置をもって終了するためです。

　すべての事業で「増加」及び「横ばい」と判断されており、 いずれも

町民のニーズが高く、 今後も事業継続すべきであると思われます。

ります。さらに、財政状況が厳しいなか、現在実施している事務

事業の優先度や緊急度を勘案して、より計画的で重点的な事業の

実施に努めなければなりません。

　今回の評価結果は事務の改善のために、また、将来に向けた施

策を推進するために、その方向性を確認するものとして取り入れ

ていきたいと考えています。

■点検評価報告書は町ホームページでご覧いただけます。

　すべての事業でＡ及びＢ評価となり、各担当部局において着実

に事務事業を行っていると評価されました。

　しかし、事業の方向性については「さらに重点化する」が約30

％を占め、より一層効果的な手法の掘り起こしや事業の発展を検

討する必要があります。また、「現状のまま継続する」が60％を

占めましたが、漫然と継続することのないように常に客観的で正

確な状況分析を行い、問題意識を持って事業を実施する必要があ

　すべての事業で「Ａ」または「Ｂ」となり、『優れた取り組み

があり、成果が上がっている』と評価されました。さらに、昨年

度「Ｂ」と評価された事業のうち「Ａ」に上がった事業が6事業

あり、そのうち2事業は外部評価委員会で変更されました。

保育園施設環境整備事業 A A 中学生海外研修事業 B B 水を学ぼうプロジェクト事業 － A
一時保育事業 A A 芸術文化活動事業 B A 不審者対策事業 B B
放課後児童健全育成事業 A A 成人式事業 B B 学校適正規模再編事業 A A
子育て支援事業 A A 読書環境充実事業 B A スクールバス運行事業 B A
すこやか子育て支援事業 A A ブックスタート事業 B B 奨学資金事業 A A
幼稚園施設環境整備事業 － A 文化財保護事業 A A 確かな学力定着事業 B A
水を学ぼうプロジェクト事業 － B 社会教育施設環境整備事業 B B 学校交流事業 A A

－ A スポーツ教室等事業 A A ALT招致事業 B B
家庭教育事業 B B 少年スポーツ振興事業 B B 小学校施設環境整備事業 A A
青少年教育事業 B A 町民スポーツ大会事業 B B 中学校施設環境整備事業 A A
成人教育事業 B B スポーツ振興事業団補助事業 B B 就学援助事業 B A
高齢者教育事業 A A スポーツ普及活動支援事業 B B は平成２１年度新規事業
伝統行事等伝承事業 B B 社会体育施設環境整備事業 B B は評価委員会判定により変更されたもの
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事務事業の点検・評価に関するご意見・お問い合わせ先●学務課学務班　☎0187-84-4914

評価結果の総括

【事業の方向性】 【総合評価】

評価の方法

評価結果の概要

1事業（2.7%）2事業（5.4%）24事業（64.9%）10事業（27.0%）

休止、廃止を
検討する

見直しのうえ
継続する

現状のまま
維持する

さらに
重点化する 成果がほとんど上が

っておらず、抜本的
な見直しが必要

Ｄ
成果が十分に上がっ
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地が多い
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優れた取組がいくつ
かあり、成果が上がっ
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Ｂ
優れた取組が多く、
十分成果が上がって
いる

Ａ
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必要性について
（町民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

十分できている
16事業

　すべての事業で十分または概ね寄与すると認められました。

有効性について
（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

1
2

　すべての事業でできていると認められました。なお、外部評

価委員会において「できている」から「十分できている」に評

価が上がったものが１事業あります。

経済・効率性について
（事務効率化、コスト縮減しているか。）

　すべての事業でできていると認められました。なお、外部評

価委員会において「できている」から「十分できている」に評

価が上がったものが１事業あります

目標達成度について
（計画通りに目標を達成できたか。）

※「減少」はなし ※「できていない」はなし

※「できていない」はなし ※「できていない」はなし
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できている
21事業

十分できている
22事業

できている
15事業

十分寄与する
22事業

概ね寄与する
15事業

増加
21事業

横ばい
16事業
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